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特集 IFRS財団サテライトオフィスへの期待

東京に設置予定のアジア・オセアニア地域の

サテライトオフィスに関して、国際財務報告基

準財団（IFRS財団）にとっての重要性につい

て述べさせていただきたい。以下、3つの異な

る観点からお話ししたい。

�法域による視点

�地域による視点

�国際的な視点

日本は重要なグローバル経済大国であり、国

際貿易の長い歴史がある。日本に本社を置くも

のの、真にグローバルな経済活動をしている国

際的企業が数多くある。

こうした企業は、株式と負債の両方で資金を

調達しており、資本コストは非常に重要な問題

である。このような重要なグローバル日本企業

の中で、金融庁が認めたIFRSの採用を準備中

の企業が増加しつつある。これらの企業が

IFRSの自発的な採用を行う主な理由は、世界

120か国以上で採用されている「会計上の公式

規格」を利用することで世界中での継続的な財

務報告コストの低減を容易にするとともに、資

本コストを最小化することである。

日本の金融庁は、グローバルな会計基準の必

要性を長年にわたり支持し、IFRSの採用に関

連する論点について大きな指導力と理解を国内

外で発揮してきた。日本からの参加は当組織の

すべてのレベルにわたっている。金融庁は

IFRS財団モニタリング・ボードのメンバーで

あり、日本人の評議員が常に2名、国際会計基

準審議会（IASB）のメンバー1名がいて、さ

らにIFRS諮問会議とIFRS解釈指針委員会の

両方に参加している。

したがって、アジア・オセアニア地域のサテ

ライトオフィスが最初の10年間日本に設置さ

れるのは、自然な選択であった。日本にとって

もIFRS導入に向けた国際的な後押しである。

アジア・オセアニア地域では、さまざまな国

がIFRS導入に向けた途上にあり、採用、収斂、

採用の準備、さらには、まだIFRSの採用（又

は不採用）の検討のごく初期段階の国など、状

況は多岐にわたっている。

アジア・オセアニア地域の中で、我々は、毎

年、IFRS地域政策フォーラムを開催している。

これまで、オーストラリア、日本、中国及びシ

ンガポールで開催されている。今年の開催地は

インドネシアである。この会合は、政策立案者、

会計基準設定主体及び会計専門家に、IFRSの

経験を共有する貴重な機会を提供してきた。今
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後、サテライトオフィスの設置により、こうし

た会合を開催するとともに、重要な地域的論点

に焦点を当てることが容易になる。

アジア・オセアニア地域からは、IFRSのす

べての主要機関にメンバーがいる。IFRS財団

モニタリング・ボード、IFRS財団評議員会、

IASB、IFRS解釈指針委員会及びIFRS諮問会

議などである。

最後にそしておそらく最も重要なことである

が、IFRSは、それ自体、IFRSへのコミットメ

ントをした約120か国が現在支持している国際

的な資産である。

G20首脳は、グローバルで高品質な一組の会

計基準への支持を引き続き再確認している。

IFRSは、G20の要求事項を満たすことができ

る唯一の会計基準である。

IFRSを取り巻く環境には、欧州、北米、ア

ジア・オセアニアなどいくつかの非常に影響力

の大きい地域的参加者がいる。もちろん他にも

非常に重要な地域はあるが、私のみるところ、

上述の3地域が、現時点では、財務報告に関す

る事項に最も影響力がある。

IASBが不適切な外部の影響力からの完全に

独立であることを維持しつつ、堅牢で厳格なデュー

・プロセスに従うことを要求することの必要性

については広く支持されている。デュー・プロ

セスが不可欠である要素の1つは、すべての新

会計基準案及び既存基準の改訂案についての十

分に検討された意見のインプットである。これ

が成功するためには、そのインプットは、世界

中からの声を考慮に入れたものでなければなら

ず、特定の国又は地域に不適切に左右されたも

のであってはならない。

アジア・オセアニア会計基準設定主体グルー

プ（AOSSG）の設立は、この点で重要なもの

であり、我々の地域内の国々の知的思考、能力

及び経験を統合するものである。アジア・オセ

アニアの声を増幅する仕組みは、この地域内の

意見が十分に理解されるようにするために重要

である。

サテライトオフィスは、アジア・オセアニア

地域における本拠地となるものである。

過去数年間にわたり、IFRSと米国会計基準

との間の収斂に向けた取組みが明確な焦点となっ

ていた。この取組みは、すでに成果を得ており、

米国証券取引委員会（SEC）が2007年に、米

国に上場している外国民間企業に対して米国基

準への調整表なしにIFRSに基づく財務諸表を

提出することを認める決定をしている。このプ

ロセスの最終段階は、2011年に最終局面を迎

えると予想されており、SECが国内における

IFRSの導入に関する決定を行う見込みである。

国際的に強く望まれているのは、明らかに、

SECから前向きな決定が出されることである。

その場合に、日本においてIFRS採用の決定が

されれば、IFRSを取り巻く環境は力強く前進

する。

IFRSが適切で継続的に運営されることは、

米国の選択肢の両方の結果に対処できるもので

なければならない。米国の選択が将来のIFRS

のガバナンスなどに著しい影響を与えるからで

ある。いずれの場合でも、IFRSを取り巻く環

境は、IASBの独立性の維持を最も重視しつつ

も、さまざまな地域からの意見を適切に理解す

ることを必要としている。

私は、2011年2月の東京会議の間に評議員

会が行った、アジア・オセアニア地域のサテラ
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イトオフィスを最初の10年間日本に置くこと

を約束した決定は、IFRSの採用の意思決定を

担っている米国と日本の資本市場規制当局者に、

強力な国際的なガバナンス及び協力の明確なシ

グナルを送るのに役立っていると信じている。
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IFRS財団トラスティーであり、アジア・

オセアニア地域のトラスティーのまとめ役

でもある。オーストラリア財務報告評議会

の議長及びオーストラリア証券投資委員会

の委員長を歴任した。独立監査監督機関国

際フォーラムの設立時の議長でもあった。
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Iampleasedtoprovideaperspectiveontheim-

portancetotheIFRSFoundation,oftheAsia

OceanialiaisonofficetobeestablishedinTokyo,

Japan.Ishalldosofromthreeseparateperspec-

tives.

ByJurisdiction

ByRegion

andfromanInternationalperspective.

Japanhasasignificantglobaleconomywitha

longhistoryofinternationaltrading.Ithasnu-

merousinternationalcorporationswhose'home'

residencesareinJapan,butwhoseeconomic

reachandactivitiesaretrulyglobal.

TheseCorporationsraisecapitalboththrougheq-

uityanddebt.Thecostofcapitalisavitallyim-

portantissueforthosecorporations.Agrowing

numberofthesesignificantglobalJapanesecor-

porationsareintheprocessofadoptingIFRS,

whichispermittedbytheFSA.Aprimaryreason

forthesecorporationtovolunteerforIFRSadop-

tion,istofacilitatelowerongoingfinancialre-

portingcostsaroundtheworld,andtoensure

thosereportspermitthelowestcostofcapitalby

utilisingthe'accountingformula'adoptedbyover

120countriesaroundtheworld.

TheJapaneseFSAhasbeenalong-timesupporter

oftheneedforglobalaccountingstandards,and

hasshownsignificantleadershipandunderstand-

ingoftheissuesassociatedwithIFRSadoption,

bothinternationallyanddomestically.Thelevelof

Japaneseparticipationextendstoallpartsofthe

organisation.TheFSAisamemberoftheMoni-

toringBoard.TherehavealwaysbeentwoJapa-

neseTrustees,amemberoftheIASBfromJapan,

andparticipationonboththeIFRSAdvisory

CouncilandtheInterpretationsCommittee.

ThelocationoftheAsiaOceanialiaisonofficein

Tokyoforthefirst10yearswasthereforeanatu-

ralchoice.Itisalsoasignificantindicationofthe

internationalsupport,forJapaninitsownIFRS

journey.

InAsia-Oceanawehaveavarietyofjurisdictions

ontheirownjourneysofIFRS,rangingfrom

adoption,toconvergence,topreparationfor

adoption,andlastlytojurisdictionswhoareonly

intheveryearlystagesofcontemplatingIFRS

adoption（ornot）.
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WithinAsia-OceanaweholdanannualIFRSRe-

gionalPolicyForum.Thesehavebeenheldtodate

inAustralia,Japan,ChinaandSingapore.This

year'sforumvenueisIndonesia.Thesemeetings

haveprovidedinvaluableopportunitiestopolicy

makers,standardsettersandmembersoftheac-

countingprofession,toshareIFRSexperiences.

Goingforward,thesemeetingswillbeeasierto

conveneandfocusattentiononkeyregionalissues

withtheestablishmentoftheliaisonoffice.

Asia-Oceanaisalsoadequatelyrepresentedonall

keyBoardsofIFRS,includingtheIFRSFounda-

tionMonitoringBoard,IFRSFoundationTrus-

tees,IASB,IFRSInterpretationCommittee,and

theIFRSAdvisoryCouncil

Lastlyandperhapsmostimportantly,IFRSbyits

natureisaninternationalassetwhichiscurrently

supportedbyaround120jurisdictionswhohave

madecommitmentstoIFRS.

TheG20leadershavecontinuedtoreaffirmtheir

supportforasinglesetofglobal,highqualityac-

countingstandards.IFRSsaretheonlysetofac-

counting standardsthatcan meettheG20

requirement.

Thereareseveralveryinfluentialgeographical

participants in the IFRS 'world',including

Europe,NorthAmericaandAsia-Oceana.There

areofcourseotherveryimportantregions,how-

everinmyview,thethreeregionsIhavemen-

tionedaboveareatthistime,themostvocalon

mattersrelatedtofinancialreporting.

Thereisstrongacceptancefortheneedtokeep

the IASB totally independent from any

inappropriateexternalinfluence,butrequiring

themtofollowarobustandtransparentdueproc-

ess.Avitalcomponentofthedueprocessisthe

inputofconsideredviewsonallproposednewac-

countingstandards,andanyrevisionofexisting

standards.Forthistobesuccessful,thatinput

musttakeintoconsiderationvoicesfromaround

theworldandnotbeinappropriatelydominated

byanyparticularjurisdictionorregion.

TheestablishmentoftheAsia-OceanaStandard

SettersGroup（AOSSG）hasbeenofsignificance

inthisregard,bringingtheintellectualthoughts,

capabilities and experiences of jurisdictions

withinourregiontogether.Amechanismtoam-

plifyvoicesinAsia-Oceanaisimportanttoensure

thatviewswithintheregionarefullyunderstood.

Theliaisonofficewillprovidea'homebase'that

willserveAsia-Oceana.

Overthelastfewyearstherehasbeenaclear

focustowardsaconvergenceprogrammebetween

IFRSandtheUS（USGAAP）.Thisprogramme

hasalreadybornefruit,withtheSEC'sdecisionin

2007topermittheforeignprivateissuerslistedin

theUStofileIFRSsfinancialstatementswithout

reconciliationbacktoUSGAAP.Thefinalstage

ofthisprocessisexpectedtoreachitsclimaxin

2011withtheUSSecuritiesandExchangeCom-

missionanticipateddecisionontheincorporation

ofIFRS intotheUS domesticenvironment.

Clearlythestronginternationaldesireisfora

positivedecisioncomingfromtheSEC.Inthat

event,theIFRSworldmovesforwardboldly,with

Japan'sdecisiononadoptionfollowing.

TheproperongoingmanagementofIFRSmustbe

21



2011.6 vol.33 季刊 会計基準

abletodealwiththeconsequencesofbothUSal-

ternativeoutcomes,astheywillhaveamarkedin-

fluenceonIFRSgovernanceetcgoingforward.In

eitherevent,theIFRSworldwillrequireanap-

propriateunderstandingofviewsfromdifferent

geographicallocations,whilemaintainingthead-

herencetothehighestprinciplesofindependence

fortheIASB.

Inmystrongview,thedecisiontakenbytheTrus-

teesinFebruary2011duringthemeetinginTokyo

tocommittoanAsiaOceanialiaisonofficetobe

basedinJapanforthefirst10years,assistsin

providingtotheUSandJapanesecapitalmarket

regulators（whoarechargedwiththeirrespective

IFRSadoptiondecisions）aclearsignalofstrong

internationalgovernanceandcooperation.
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